
霊
園
・
六
里
子
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富

E
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a
a
F

巷穴+ニー串草一( 競
行置聖日一月三三年三和軒高

論

叢

相
績
税
の
週
腕
・
・

リ
カ
ア
ド
の
労
賃
論

利
潤
成
立
の
機
構

定
期
舶
凶
作
運
塗
原
費
f

」
運
賃
院
・

-
怯
皐
博
士

説

苑

琉
球
の
暦
藩
後
に
於
け
る
的
制

フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ

1
卜
の
債
値
論

委
任
経
理
に
就
い
て

雑

録

フ
ォ
ー
ド
制
ご
テ
イ
ラ
ー
制

営
業
税
す
」
常
業
牧
待
税

-
制
済
州
市
下
士

土

砂

附

壬

制
出
市
博
七

-
法
晶
・
博
士

結

措

棋

士

-
純
情
的
中
土

料
前
日
明
上

印
刷
耐
明
紳
士

議

神

戸

F
L
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修
二
十
六
巻

五

六

第

揖

-
岡
田

常
業
税
f

」
骨
業
収
議
税

汐

見

.・自R

借
業
税
法
が
雌
止
せ
ら
れ
兆
代
。
に
鵠
業
牧
従
税
法
が
制
定

賞
施
せ
ら
れ

t
以
来
、
巴
比
一
タ
都
品
闘
を
経
過
し
て
ゐ
る
。
大

E
十
五
年
の
税
制
改
革
白
草
心
配
在
す
此
立
法
が
凶
民
白
負
櫓

闘
係
の
上
に
如
何
な
る
影
響
主
及
ぽ
し
た
る
か
、

E
れ
私
白
地

ん
で
知
ら
ん
と
す
る
併
で
あ
る
。
此
方
師
に
附
し
て
は
財
務
設

局
白
手
元
に
蹴
富
な
る
材
料
が
蒐
集
せ
ら
れ
て
ゐ
る
に
地
ひ
た

い
、
然
し
主
税
局
統
計
年
報
者
に
よ

H
て
枕
泣
の
数
字
が
礎
実

せ
ら
れ
ざ
る
限
り
は
.
門
外
漢
た
る
私
は
間
半
に
想
像
輸
を
遅
し

〈
す
る
に
止
ま
る
の
で
あ
る
。

最
近
、
機
命
を
得
て
・
或
る
市

ι於
付
る
替
業
税
と
替
業
収

俗
説
と
の
負
披
閲
係
に
闘
す
る
貴
山
-
取
る
資
料
を
得
た
の
で
あ

る
。
此
の
市
山
崎
団
設
秘
納
税
総
務
者
は
大
正
十
五
年
に
於
て
一

問
、
六
↓
六
人
で
あ
っ
た
。
然
る

ι器
提
税
脱
止
僻
業
収
益
税

新
肢
の
結
果
と
し

τ昭
和
二
年
に
於
て
替
業
収
錠
税

E
納
む
ぺ

前拐事11稿量生胴

.・



き
者
は
九
、
五
八
九
人
に
減
巴
た
白
で
あ
る
。
己
れ
大
正
十
五

年
に
営
業
税
を
納
め
し
人
に
し
て
昭
和
二
年
に
管
業
牧
袋
税
を

納
め
ざ
る
に
至
。
し
人
が
五
、
丸
丸
一
人
に
上
hv
、
叉
大
正
十

五
年
K
偉
業
税
を
負
櫓
せ
ざ
り
し
人
に
し
て
昭
和
一
一
年
に
新
た

に
替
業
収
目
指
税
の
納
税
義
務
を
有
す
る
に
至
り
し
λ
が
丸
六
四

人
世
増
し
た
か
ら
で
あ
る
。
結
局
大
正
十
五
年
に
替
業
税
を
納

め
昭
和
一
一
年
に
引
飽
き
替
業
牧
益
殺
を
負
抽
惜
し
て
ゐ
る
人
の
撒

は
八
、
六
二
百
人
に
上
る
諦
で
あ
る
。
縫
来
の
管
業
税
の
納
税

者
に
し
て
現
に
管
業
牧
盆
税
の
納
税
者
た
る
此
等
八
、
六
二
五

人
の
負
櫓
閲
係
は
大
正
十
五
年
主
昭
和
一
一
年
止
の
問
に

E
ん
な

に
麹
っ
て
ゐ
る
だ
ら
う
か
。
私
は
次
の
興
味
深
き
撒
字
を
得
た

の
で
あ
る
。

負
描
靖
時
割
合
(
出
}

加肱普
せ盆操
る干畳事注
入出よ
員負り
摘も
の替
帯議

少1肱替
せ昔ま躍
る積位

入"，1 
貝負り
強も
の替
l成業

r九正例

七

O

一
、、L
J

/
ブ

九

-o

八
五
七

七
二
ニ

一O
以

下

一0
1
ニ
O

ニ
O

|

一一一
O

三

0

1
凹

O

四

O

五

O

四
λ
六

四
一
一
二
人
入

ニ一

O
一O
入

雑

蹄

瞥
揺
揖
と
督
業
枇
盆
枕

五
O

|
六

O

六

O

l
七
O

七
O

A

O

入

O

九
O

九
O
l

一0
0

一c
o
l
一E
O

一
五

O

|
ニ
0
0

=
0
0

二五
O

ニ五

O
!
=
一o
o

-zoo-
問。。

四
0
0
|豆
0
0

五
O
O

以

上

合

五
λ
四

三
八
五

一ニ
C
C

ニ
四
八

ニ
一
七

五
凹
三

二
三
入
一一四一五
O
七一二四

一一一一

計

ハ、
λ
丸

九
二
三

L
プ
ブ
一一一二
一一

=F
一一一一

一
、
七
三
ニ

此
表
に
よ
る
と
、
犬
正
十
五
年
に
替
業
税
E
負
婚
し
昭
和
二

年
に
器
業
状
盆
税
を
納
付
し
て
ゐ
る
人
員
八
、
六
二
五
人
の
中

で
、
昭
和
二
年
比
於
て
前
年
よ
り
負
婚
が
増
加
せ
る
人
は
六
、

八
九
三
人
、
減
ψ
せ
る
人
は
て
七
三
二
人
。
増
加
の
最
川
は

五
十
割
見
取
減
少
の
最
尚
は
九
割
見
営
で
あ
っ
て
人
民
の
中
位

数
(
呂

aE目
}
を
と
れ
ば
二
三
割
の
負
強
制
加
と
云
ム
事
k
-
K

第
二
十
六
巻

る
。
注
目
す
べ
き
数
字
で
あ
る
。

五

七

第
三
副
都

四
五

一 一
一-
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雑

鍬

普
業
枕
と
替
業
収
盆
揖

庚
曹
意
味
に
於
け
る
雌
官
業
税
は
、
そ
の
課
税
方
法
が
脚
論
上

|
|
立
法
白
官
際
は
必
や
し
も
そ
う
厳
格
に
直
別
出
来
た
い
が

|
|
二
種
に
分
れ
て
ゐ
る
。
一
は
僻
蘭
凶
式
白
客
翻
主
義
叉
は

外
形
標
準
主
義
で
あ
っ
て
、
他
は
湖
逸
式
の
主
観
主
義
又
は
純

ht主
義
で
あ
る
。
純
益
主
義
は
替
業
の
純
収
益
な
る
も
の
一
つ

を
捕
へ
て
課
税
標
準
を
定
め
ん
・
と
す
る
の
で
あ
っ
て
、
一
再
は
ば

単
撒
訟
(
印
吉
岡
市
目
内
向
。
ω)

に
属
し
て
ゐ
る
。
之
に
反
し
外
形
槙

雄
主
義
は
替
業
の
形
態
を
秘
k

白
方
耐
に
於
て
捕
へ
而
し
て
税

舗
を
算
出
す
る
が
故
に
複
数
訟
(
円
。
百
官
民
?
目
5
4
K
属
す
ー
と

云
ム
事
が
出
品
市
る
。
と
の
方
聞
に
於
て
、
我
図
の
替
業
税
と
笹

業
収
益
税
と
の
比
較
を
試
み
た
い
の
で
あ
る
。

替
業
税
の
納
税
義
務
者
は
、
次
の
各
替
業
者
で
あ
っ
て
、
而

し
て
各
替
業
ド
却
に
次
の
課
税
鎮
準
及
び
税
率
が
定
め
ら
れ
て
ゐ

る
。
偉
業
税
法
第
十
二
僚
の
州
定
せ
し
所
で
あ
る
。

演

上

金

ト
I
m
-
-月

額
一
卸
貰
一
日
醐
掛
川
刊

業

名

鶴

税

標

準

第
ニ
十
穴
巷

E 

λ 

第

韓

四
2代

物

品

販

貰

講

一

一

小

直

一

日

開

紛

山

一

訂

一

従

者

一

一

人

持

に

金

二

岡

銀

行

業

、

保

険

業

、

戸

川

主

千

分

E
・E

・

華

暴

一

従

業

者

一

一

人

毎

に

壷

ニ

副

l

l

 

金
銭
貸
付
業
一
運
抽
芸
本
金
制
↑
千
分
自
四
人

物

品

貸

付

業

司

判

引

コ

劃

釦

出

町

製
魁
議
、
印
刷
業
、
一
費
本
金
額
一
千
分
由
三
二
一
一

一
従
業
者
一
一
人
毎
に
金
二
岡

出
版
業
.
官
民
鶏
丁
則
樹
酎
叶
引
制
叫
斗
1
l
I
l
l
i
-
-

l
i
l
-
-同
出
闘
い
川
円
い
仁
川
清
川
崎
ゆ

謹

妻

、

担

向

業

、

一

片

同

同

同

医

問

日

円

!

横

橋

業

船

舶

繋

描

一

従

業

者

一

-
A
毎
に
金
二
闘

貨
陸
揚
誌
(
闘
関
川
川
円
川
閣
制
川
制

一
建
物
賃
貸
倒
椅
一
千
分
四
五
十
七

業
一
従
業
者
一
一
人
晶
に
企
ニ
闘

一
従
業
者
自
内
職
工

a
L
E
M
-
注

E
i
-
-

一

捗

役

者

一

』

J
事
ド

4
E
寸
量

枚

入

金

主

千

分

自

十

四

従
業
者
一
一
人
毎
に
壷
ニ
岡

側
関
同
刺
1
」
剖
劃
引
劃

議
金

意

庫

錨

道

業

一.
，・ a・.・..-



一

筒

額

一

2
2
λ

業
一
従
業
者
一
一
人
軸
に
金
二
周

一州時内

1
4
E

構
十
周
岡
崎
川
巴
ほ
同
「

」

従

業

者

一

一

主

主

一

四

一
惑
物
賃
貸
慣
梼
一
主
官
官
ニ
十

業
可
引
引
っ
削
副
副

川
副
釦
引
制
司
引
判
別
1

i
 
i
一
従
業
者
一
一
人
毎
に
金
二
間

協
議
、
地
開
ぼ
同
同
川
区
百
一
円
|

倒
詑
業

H

量

一

従

業

者

一

一

人

轄

に

金

ニ

剛

要
す
る
に
骨
業
税
は
外
形
標
準
主
義
に
し
て
、
買
上
面
格
、

資
本
金
額
、
運
持
資
本
金
額
、
建
物
賃
貸
恨
持
、
収
入
金
額
、

指
負
金
額
、
槻
償
金
額
と
従
業
者
、
職
工
勢
持
者
と
云
ム
複
激

法
主
用
ひ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

負

金

前

負!

席

貸

事}

翠E

脂

肱

人

宿

f!? 訓

錐

普業枕と此官業肱盆柚

之
に
反
し
管
業
収
谷
税
は
法
人
及
び
個
人
の
替
業
純
徒
に
封

し
、
次
の
如
き
税
率
を
課
し
て
ゐ
る
。
営
業
牧
益
税
法
第
二
保

及
び
第
十
傍
白
れ
定
す
る
所
で
あ
る
。

雑

第
一
、
法
人
-
-
:
審
判
法
人
:
:
・
:
・
・
・
:
百
分
自
三
・
六

第
二
、
個
人
:
:
:
-
・
:
:
:
:
:
:
:
;
・
・
:
百
分
自
ニ
・
λ

一
、
物
品
蹴
頁
業
一
寸
品
行
業
一
エ
、
無
嘩
業
四
、
金
銭
貸

付
誕
百
、
物
品
貸
付
業
六
、
製
法
議
七
、
組
怠
業
入
、

畠
聞
業
九
.
帯
負
業
十
、
印
刷
業
十
一
、
山
版
業
十
二

寓
民
業
十
=
一
、
席
貸
業
十
四
、
放
人
宿
業
十
五
、
科
胤
的

業
十
六
、
周
旋
諜
十
七
、
代
理
業
十
八
、
仲
立
業
十
九

問
屋
畿

替
業
収
益
税
は
純
益
主
義
を
と
り
、
従
っ
て
謀
税
標
準
は
骨

業
の
純
益
L
C
云
ム
車
教
法
に
よ
っ
て
ゐ
る
謁
で
あ
る
。

=: 

大
正
ム
ド
五
年
の
替
業
税
占
昭
和
二
年
の
替
業
収
益
税
と
は
大

慌
に
於
て
そ
の
財
政
牧
入
を
等
し
く
し
て
ゐ
る
、
然
る
に
過
去

に
於
て
替
業
税
を
納
付
し
現
在
替
業
収
録
税
E
負
抽
惜
し
て
ゐ
る

人
に
つ
い
て
凡
れ
ば
、
多
数
は
共
負
婚
を
増
加
し
て
ゐ
る
の
で

あ
る
o

と
れ
岡
市
し
て
何
主
意
味
し
て
ゐ
る
か
、
最
近
二
年
白
問

に
経
済
界
に
大
鑓
動
な
し
k
せ
ば
、
そ
白
原
因
は
管
業
税

E

「
外
形
標
、
単
主
義
の
複
数
法
」
よ
り
「
純
盆
主
義
の
車
教
法
」
に

改
め
た
事
に
之
を
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
替
業
税
主
辞
業
収

第
二
十
六
巻

E 

丸

第
三
貌

四
七

一.
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録

報

管
業
訟
と
昏
鶏
耽
盆
勧

谷
殺
に
改
め
る
事
に
よ
り
、
一
方
に
は
純
益
の
率
少
音
大
借
業

者
が
そ
の
負
指
主
将
減
せ
ら
れ
、
他
方
忙
は
純
白
批
の
率
多
宮
小

皆
識
者
が
そ
の
負
婚
を
増
加
し
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
大
笹

業
者
は
そ
の
撒
が
少
〈
小
替
業
者
は
そ
の
撒
多
き
を
以
て
、
納

税
額
全
輯
と
し
て
は
艶
勤
少
量
も
、
納
税
者
数
よ
り
見
れ
ば
負

婚
の
増
加
し
た
方
が
負
婚
の
軽
減
せ
る
方
よ
り
も
迄
に
そ
の
裁

が
大
と
た
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
一
臆
か
く
の
如
〈
推
定
し
得

ら
れ
る
。

単
数
法
主
複
数
訟
主
回
そ
れ
ぞ
れ
長
短
を
有
し
て
ゐ
る
、
外

形
楳
曲
中
の
複
数
法
・
な
ら
ば
個
々
の
欠
陥
を
金
樟
と
し
て
柿
完
し

且
つ
所
得
税
の
替
業
所
得
の
算
定
を
訂
正
し
得
る
長
所
を
有
す

る
と
共
に
、
有
も
替
業
の
外
形
大
左
ら
ば
純
益
の
大
小
有
無
主

問
は
4
y
草
課
す
る
と
云
ム
短
所
を
免
れ
得
友
い
の
で
あ
る
。
車

数
法
た
ら
ば
管
業
純
盆
を
如
貨
に
停
へ
得
る
と
云
ム
長
所
在
有

し
て
ゐ
る
筈
で
あ
る
が
、
そ
の
純
径
の
算
定
宜
し
き
を
得
ざ
る

時
は
そ
の
設
を
阜
に
皆
業
収
益
税
に
於
て
の
み
た
ら
宇
所
得
税

に
も
及
ぼ
す
事
主
た
る
の
で
畠
る
。

営
業
税
を
営
業
収
益
税
に
鑓
更
し
た
事
に
よ
っ
て
大
多
数
の

第
二
十
六
巻

五=一

O

第
三
観

四
λ 

管
業
者
は
そ
の
負
抽
帽
を
増
加
し
た
と
す
る
。
も
し
替
業
牧
盆
税

の
所
開
「
純
益
」
が
正
確
に
替
業
者
の
据
税
力
主
反
影
し
て
此
結

果
を
生
じ
た
も
白
・
な
ら
ば
、
替
業
税
時
代
目
不
公
平
た
り
し
負

掃
が
替
業
収
益
税
時
代
に
入
り
て
公
平
止
な
っ
た
の
で
あ
る
か

ら
寧
ろ
喜
ぶ
べ
き
現
象
で
あ
る
U

然
L
逆
「
」
替
業
収
益
税
の

「
純
益
」
り
算
定
が
理
論
上
又
は
寅
際
上
白
何
れ
か
に
於
て
不
営

に
し
て
此
結
果
を
生
じ
た
も
白
と
せ
ば
、
憂
慮
す
べ
き
現
象
で

あ
る
。本

一
耐
究
の
材
料
は
一
地
方
の
賞
例
に
過
ぎ
た
い
か
ら
そ
れ
を

以
て
会
図
を
律
す
る
事
は
出
来
た
い
。
更
に
替
業
の
秘
密
主
保

つ
必
要
か
ら
し
て
全
部
の
材
料

E
公
表
し
得
た
い
の
を
遺
憾
と

す
る
。
要
は
、
替
業
牧
盆
税
白
所
間
「
純
益
」
白
計
算
が
親
切
に

且
つ
正
確
に
行
は
れ
て
ゐ
る
か
否
か
に
存
し
て
ゐ
る
、

此
方
岡

に
闘
す
る
税
務
署
の
取
扱
が
法
人
L
C
個
人
主
に
於
て
具
る
所
無

き
や
否
干
の
如
き
は
特
に
重
要
注
る
酷
で
あ
る
。
更
に
材
料
の

完
成
を
ま
っ
て
研
究
主
進
む
べ
く
設
に
は
替
業
税
主
替
業
収
益

稔
と
の
負
強
闘
係
に
封
す
る
若
干
の
疑
問
を
提
出
す
る
に
止
め

た
い
の
で
あ
る
。

一-

e・・h吋町、，.


